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１．廃棄物処分に係る課題
■現在の状況
 リサイクルできない廃棄物は最終処分場に埋め立てられます
 埋立が終わった処分場は周りへの環境負荷が少なくなれば廃止できます
 しかし一般廃棄物の最終処分場の廃止は約2％のみ（施設数1,689／廃止30）
■今後はさらなる懸念も？
 少子高齢化、経済低迷➡廃止できない処分場が増える？
 災害廃棄物への対応➡処分したことが無いごみにどう対処する？
 埋立地の大型化➡ごみ処理の広域化で更なる長期化が？

２．研究の方向性：実務者と連携を強化

３．研究内容
■現場試料をそのまま採取
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先が読めない廃止期間を評価するための数値モデルの構築

バランスが
大切 !!!

いつ廃止できるかな？
どのくらい予算が必要かな？
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埼玉県内の最終処分場で掘削
調査と試料採取を行いました

廃棄物搬入履歴と測量➡ 3DCAD

比抵抗探査を用いて処分場内部に
発生する水みちを明らかにします

■研究者/実務者間で知識共有

■処分場の見える化と水みち探索

■多くの自治体と意見交換会を開催

キーワード: 廃棄物最終処分場、廃止期間（維持管理期間）、将来予測、研究者と実務者の連携強化
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